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看護学生か ら見 た看護師の 子 育て の 苦悩

　　 ○ 横 山 知 弘 　　　　　　　　　 小 野 聡子 　　　　　　　　 徳 田 克 己

（筑 波大学附 属 聾学校）（筑波大学大学院人間総合科 学研 究科） （筑波大学社会 医 学系）

1、は じめ に

　看護師の 子 育て に対する不 安は大きい。それ は、現時

点で 実施 され て い る公 的子 育て支援事業の ほ とんどが一

般的な家族形態と就業ス タイ ル をとる家庭をモ デル とし

て お り、深夜勤務や不規則勤務の ある看護師をサポ
ー

ト

で きるもの では ない か らで ある。
こ の こ とは看護師の 養

成の 段階に お い て もしば しば話題 にな っ て い る 。 看護学

生たちに とっ て は、「看護師に なる＝子育て に苦労す る」

と とらえ られ て い る傾向が ある。そ こ で、看護学生に対

し て看護師 の 子育て の 実態の 把握状況 とそ れに関する意

識 を明 らか にす る調査 を行 っ た。

2 、方法

（1）調査文橡 者 ：関東 にあ る大 学
・短 期大学の 看護学

科 の 女子 学生 119 名 〔
一
年 生 42 名、二 年生 77 名）

を対象と した。

（2 ）調査 手続 き ：調査は質問紙を用い て授業中に実施

し た。調査は 2003 年 12 月 に実施 され た 。

（3）調査項 目 ：学生 の 属性、将来 希望す る子 育て 、子

育て 支援の ニ ーズ に関 する項 目を設定 した。

3 、結果 と考察

（D 看護師の 子 育て にっ い て の 考え

　看護師の 子育て に つ い て 考えた こ とが あるか に つ い て

尋 ねた 結果を表 1 に 示 し乱 よ く、ま た は時 々 考 え る と

回答 して い る学生 が 80 ％近 くを占め て い る。

　表 2 に、どの よ うなこ とを考えるか に つ い て の 回答を

ま とめた 。 子育て と仕事の 両 立につ い て考える人 が 55％

表 1 看護師 の 子育て にっ い て

お り、まだ学生 で あ るに も関わ らず、多くの 人 が子育て

と仕事 を両 立させ る こ との 大変さ、不安を感 じ て い る よ

うで あ る。 また 、 仕事を して い る時問に子 どもと関われ

ない こ とに よ る子 どもへ の負担や産休後の 仕事復帰 につ

い て具体的に考えてい る人もい た。

ま た、看護師が子 育て を しなが ら仕 事を して い くこ とに

っ い て 、どの よ うに考え るか を表 3 に示 した。育児 と仕

事の両立は難しい と考えて い る学生は61tleと多い が、

周囲の 人の 協力 や子 育て支援が あれ ば夜勤 も こなせ るの

で はない か とい う回答も多くあ っ た。

（2 ）将 来の 自分の 子 育て に つ い て の 考え

　表 4 に、自分 に 子 どもが で きた ら、仕事をどの ように

し よ うと思 っ て い るか に つ い て の 回 答を ま とめ た。仕事

を辞め て子 育て に専念 した い と答 えて い る学生は約 3割

で あ り、逆に、仕事を続け た い とい う回答が約 7割 と多

い 。しか し、夜勤な どの な い 状況や、育児 を助 けて くれ

る人が周 りに い ればと条帽 寸きで 続けたい とい う回答が

多い a

　仕事 をや めて 子育て に専念 した い と回 答 した 36 名 に

対 して 、 仕事をやめた後はどの ように しよ うと考えてい

表 3　 育児と仕事の 両立 に対する考 え

よ く考え る

時 々 考え る

あま り考えない

全 く考え な い

19 名　　（16 ％）
73 名 　（62 ％）

23 名 　（19 ％）

　4 名　 （ 3 ％）

育児と仕事の 両立 は難 しい

育児を助 けて くれ る人が

　い れ ば、夜勤で も働ける

育児中は夜勤な どの ない 状況

　で な い と働けない

夜間保育やベ ビーホテ ル を

利用 すれ ば夜勤 もこ なせ る

育児中もそれ 以前 と同 じ勤務

　状況 で働くこ とがで きる

そ の他

73 名 　（61 ％）

71 名　（60 ％）

47 名　（40 ％）

29 名 　（24 ％）

14 名　（］ 2 ％）

4名　 （ 3 ％）

（％の 母数は 全回答者 119 名）

（％の 母数は 全回答者 119 名） 表 4　子 どもが できた ら時の 仕事の 継続

（複数 回答）

表 2　 どの よ うな こ と を 考え る か

子 育て と仕事の 両立 の 不安

子 どもに か か る負担

家族 （祖父 母を含む）の 協力

子 どもの 預け先

産休後 の 仕事復帰

産休 ・育児休暇

育 児環 竟

その 他

（％の 母数 は 回答者 73 名）

40 名

19 名

　8名

　7 名

　7 名

　3 名

　 2 名

　6 名

（55 ％）

（26 ％〉

（11 ％）

（10 ％）

（10 ％）

（ 4 ％）

（　 3 ％）

（　 8 ％）

育児中は、夜勤などの ない

　勤務状況 で 働きた い

育児中は、仕事をやめ て

　子育てに 専念 した い

育児中 も、それ 以 前と同 じ

　勤務状況で 働きた い

育児を助 けて くれ る人 が

　い れ ば夜勤も構わない

その 他

51 名 　（43 ％）

36 名　（30 ％）

27 名　　（23 ％ ）

26 名 　（22 ％）

（複数回 答）
（％ の母 数 は全回答者 119 名）

2名　（　 2 ％）

　　（複数回答〉
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るか を尋 ねた結果を表 5 に示 した。子 どもがある程度
．
大

きくなっ た ら、仕事に復帰した い と答えてい る人 がほ と

ん どで あ り、そ の ま まずっ と家庭に 入 りた い と答 えて い

る人 は 1割 に も満た なか っ た 。

（3）子育て をす るた めの 協力 にっ い て

　表 6 に、育児 に は誰の 協力 が
一

番必要 だ と思 うか にっ

い て の 回答をま とめた。夫の 協力が一
番必 要とい う薗答

が 約 8割 と多か っ た 。夫 と家事、育児をどの よ うに 分担 ・

協力 した い か を表 7 に ま とめた。こ の 結果 か ら、半数以

上 の 者 が女だ か ら男だ か ら とい うような 考えで は なく、

平等に 同 じ意識で、協力 して家事や育児をお こ な っ て い

きたい と考えて い る こ とがわか っ た。

（4 ）子 育て の ための 離職 ・転職

　子育て の た めの 離職
’・転職につ い て の 考えを尋 ねた結

果を表 8 に 示 した。子 育て 支援 の 充実が必 要だ と．い う人

が 25 ％お り、現在（b子 育て 支援で は 不 十分で あ る と考

え て い る学生 が多い
。 現 状 は仕方が ない の で はない か と

答 え る学生 も 23 ％お り、やは り現在の 子育て支援は十

分 で ない と考え られ て い るこ とが うか が われ る。

（5 ）看護師の 子 育て支援 に関す る考え 方

　表 9に、看 護 師 の 子 育てに は どの よ うな 支援が 必要 か

にっ い て の 回答をま とめた。対象が 学生 に もか か わ らず、

表 5 　仕事をやめ た後の こ と

育児関係だ けで なく看護師の 復職に 対す る支援 を挙 げた

者もい た。約 6 割が保育の 支援 ・
充実を考えて お り、育

児支援 へ の 関心 が高い こ とが わ か る。

4 、まとめ

　本 研 究で は、看護学生 は看護師 の子育て に つ い て 自分

な りの 意見 を持 ち、今後の 子育て支援の 充実に対するニ

ーズが 強 い こ とが 明らか に なっ た et 今 の 看護師の 子育て

事晴に つ い て あま り良い イ メ
ージ を抱いて い ない 看 護 学

生は、就労前か ら子 育て に つ い て不安 を抱えて い るごと

が 結果か ら読み 取 れ る。 それ は、学生が 子育て と仕事を

両立 して い きた い と考え て い るか らで ある。両立 した い

とい う気持ちは あるが、今の環境 で それが 可能なの か ど

うか、不安に思 っ て い るの で ある。今後 とも看護 の 世 界

に優秀な人 材を確保 するた め に も、．看護師と し て 安心 し

て 働い て い け る よ う子 育て 支援 を整 えて い く こ とを学生

た ちは 求 めて い る 。　
』
　　　　　 ・

付記 ：本研究は 筑波大学医療技術短 期大学看護学科の 卒

業生 で あ る小 林真由美、鈴木理恵子 ビ 高橋真理、中座由

行、平 戸麻里 子、宮本あす か、向井志穂 、山 下佳 織 の 卒

業研 究 の
一

部で あ る （筑波 大 学社 会 医学 系 の 徳 田克 己 と

筑 波大 学大 学院人間総合科学研
．
究科の 石 上 智美が指導を

担 当）。

子どもが大きくなっ たら夜勤

　の な い 勤務状況 で 働きた い

子 ど もが大 き くな っ た ら仕事

　（夜勤あり〉に戻 りた い

子 ど もが大 き くな っ た ら看護

　とは無関係な所で働きたい

その ままずっ と家庭 にい た い

そ の 他

24 名　（67 ％〉

12 名　（33 ％）

4．名 　　（・11 ％）

2 名　 （　 6％）

1名　（ 3％ ）

表 8 子育て の た めの 離職
・
転職 につ い て

（％ の 母数は 36 名）

表 6　
’
育児中、誰の 協力が一

番必要 か

（複数回答）

夫

自分 の 両親

夫の 両親

そ の 他

無 回 答

97 名 　（82 ％）
13 名 　　（11 ％）

　4 名　 （ 3 ％）

　4 名　 （　 3 ％）

　1名　 （　 1 ％）

子 育て 支援の 充 実が 必 要

仕方がない

本人 （母 親）次第 で あ る

夫や祖父 母 の協力が 必要
差別 で あ る

もっ た い な い

子育て と仕事 の 両立 は難 しい

残念 で ある

職場 の 環境を整え．るべ き

そ の 他

26 三名 　（25 ％ ）

24 名　（23 ％）

　9 二名　（・8 ％）

　9 名
・

（　 8 ％）

　7 名　（ 7 ％）

　5 名　（ 5 ％）

4名 　（ 4 ％ ）

4名　（ 4 ％）

　3名 ，（ 3 ％）

15 名　（141 ％）

（％の
．
母数 は ユ 06 名）

表 9　 どの よ うな支援が必要か
・

（％の 母数は全回答者 ll9 名）

「
（複数回答）

表 7　夫 との 育児や家事の 分担 ・協力

で きる方が で きる こ とをやる

半分半分でや る

家事 ・育児 とも 自分が 主体で

　夫に は時 々 手伝っ て ほ しい

夫 と話 ．し合 っ て決 め る ．

夫 には 専業主夫を して ほ しい

当番制にす る

その 他

42 名 （48 ％）

22 名 （25 ％ ）

　6名 （ 7 ％）

6名 （

3名 （

3 名 （

6名 （

7 ％）

3 ％）

3 ％）
7 ％）

（％の 母数 は 88 名） （複数回答）

院 内保 育 の 充実
’
，

勤務内容、時間帯の 配慮

子 ど もの 病気時な どの 支援

保育施設 の 充実 ・

夜間保育
24時間保育

周囲の 人 の 協力

育児体暇

経済面の 支援

復職 に対する支援

職場の 理解

病児 保 育

その 他

2．3 名

15 名

14 名

．13 名
12 名

　 9名
　 6名
　 6 名

　 5名
　 5名
　 5名
　 3名
　 9名

（23 ％）

（15 ％）

（14 ％）

（13 ％）

（12 ％〉

（

（

〔

（

（

（

（、
（

　

ラ

ラ

ラ

ラ
ラ

ラ
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％

％

％

％

％

％

％

％
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（％の 母 数は回 答者 99 人 ） （複数回答〉
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